
 

令和７年３月25日 

 

島田市議会議長 藤本 善男 様 

 

予算・決算特別委員会 

委員長  横山 香理 

 

予算・決算特別委員会の最終報告について 

 

 本委員会は、調査した事件の経過、結果について、委員会条例第36条の規定により別紙

のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 調査事件 令和５年度島田市一般会計決算、令和６年度島田市一般会計補正予算案、

令和７年度島田市一般会計予算案の議案審査等 

 

２ 調査結果 別紙報告書のとおり 
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予算・決算特別委員会の最終報告について 

 

１ 調査経過 

【全委員による委員会】 

 第１回 令和６年６月３日 委員長の互選、副委員長の互選 

              分科会員の選任、各正副分科会長の選任 

 第２回 令和６年６月19日 議案の各分科会への審査委嘱 

 第３回 令和６年６月25日 付託議案の審査 

報告第７号 専決処分した事件の承認について（令和６

年度島田市一般会計補正予算（第２号）） 

議案第34号 令和６年度島田市一般会計補正予算（第３

号） 

議案第44号 令和６年度島田市一般会計補正予算（第４

号） 

重点事業評価シートの依頼・送付について 

 第４回 令和６年８月21日 当局からの報告事項について 

              令和６年９月定例会での決算審査について 

              今後の検討部会での調査事項について 

 第５回 令和６年９月11日 議案の各分科会への審査委嘱 

 第６回 令和６年９月20日 付託議案の審査 

議案第50号 令和６年度島田市一般会計補正予算（第５

号） 

認定第１号 令和５年度島田市一般会計決算の認定につ

いて 

 第７回 令和６年12月６日 議案の各分科会への審査委嘱 

 第８回 令和６年12月12日 付託議案の審査 

               報告第18号 専決処分した事件の承認について（令和６

年度島田市一般会計補正予算（第７号）） 

議案第66号 令和６年度島田市一般会計補正予算（第８

号） 

 第９回 令和７年２月18日 議案の各分科会への審査委嘱 

第10回 令和７年２月20日 付託議案の審査 

議案第１号 令和６年度島田市一般会計補正予算（第９号） 

 第11回 令和７年３月10日 議案の各分科会への審査委嘱 

 第12回 令和７年３月18日 付託議案の審査 

               議案第18号 令和７年度島田市一般会計予算 

 

              

【分科会】（総務生活分科会・厚生教育分科会・経済建設分科会） 
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 第１回 令和６年６月20・21日 分科会に委嘱された議案の審査 

 第２回 令和６年９月13・16～18日 分科会に委嘱された議案の審査 

 第３回 令和６年12月９・10日 分科会に委嘱された議案の審査 

 第４回 令和７年２月19日 分科会に委嘱された議案の審査 

 第５回 令和７年３月11～13日 分科会に委嘱された議案の審査 

 

【検討部会】（正副委員長および各正副分科会長による協議の場） 

 第１回 令和６年７月３日 前任の特別委員会からの申し送り事項の確認 

 第２回 令和６年７月18日 事業評価シートについて 

              決算審査に係る資料の様式について 

 第３回 令和６年８月28日 令和５年度島田市一般会計決算について 

 

２ 調査の報告 

当市議会は、令和５年度島田市一般会計決算及び令和６年度島田市一般会計補正予算

案並びに令和７年度島田市一般会計予算案の議案審査等を行うため、令和６年６月３日

に当委員会を設置した。当委員会はこれまで、全12回の委員会、延べ16回の分科会およ

び３回の検討部会を開催し、議案の審査等を行った。 

以下、当委員会で審査した内容について報告する。 

 

第１回<令和６年６月３日> 

委員長及び正副委員長の互選、分科会員と各正副分科会長の選任を行った。 

 

第２回<令和６年６月19日> 

６月定例会において、当特別委員会に付託された議案の審査を行うに当たり、その所

管する部分について、各分科会へ審査委嘱を行った。 

 

第３回<令和６年６月25日> 

６月定例会において、当委員会に付託された報告第７号、議案第34号及び議案第44号

について審査を行った。まず、各分科会長から、６月20日、21日に開催した分科会審査

についての報告があった。報告の後、委員間で討議を行い、委員会としての採決を行い、

報告事項は承認、議案については可決すべきものと決した。 

そのほか、当局へ重点事業評価シートの提出を求めることについて委員全員の了承を

得た上で、重点事業評価シートを利用した審査方法についてのスケジュール等を確認し

た。 

 

第４回<令和６年８月21日> 

前任の予算・決算特別委員会からの申し送り事項となっていた人件費を含めた事業費

がわかるものを当局へ求めることについて、協議結果を委員に報告した。内容としては、
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職員の負担を考慮し、当面の間の提出依頼を見送り、委員からも多く寄せられている決

算に係る主要な施策の成果に関する報告書の様式や表現方法について委員に意見を聴取

することになったことを説明した。 

そのほか、令和５年度 一般会計決算の審査方法について説明した。 

 

第５回<令和６年９月11日> 

９月定例会において、当特別委員会に付託された議案の審査を行うに当たり、その所

管する部分について、各分科会へ審査委嘱を行った。 

 

第６回<令和６年９月20日> 

９月定例会において、当委員会に付託された議案第50号並びに認定第１号について審

査を行った。まず、各分科会長から、９月13日から18日にかけて開催した分科会審査に

ついての報告があった。また、これまでは３分科会の分科会長報告終了後まとめて、報

告に対する質疑を行っていたが、各分科会長の報告毎に質疑を行い、論点を分かりやす

くする取組を行った。報告の後、委員間で新型コロナウイルスのワクチン接種事業や金

谷地区生活交流拠点整備運営事業等の決算・成果に関して討議を行った。 

その後に委員会としての採決を行い、議案第50号は可決すべきもの、認定第１号は認

定すべきものと決した。 

続いて、当局に対する提言の取りまとめを行い、厚生教育分科会は、学校施設の維持

修繕費の拡充及び不登校対策の充実について、経済建設分科会は、有機農業の推進及び

創業者支援の充実について、総務生活分科会は、公共交通による地域生活の向上につい

て、それぞれ提言するとの報告があった。なお、提言書の取りまとめについては、正・

副委員長に一任することを確認した。 

また、決算に係る主要な施策の成果に関する報告書の様式や表現方法に関する要望に

ついて、各分科会長から報告があった。 

 

第７回<令和６年12月６日> 

11月定例会において、当特別委員会に付託された議案の審査を行うに当たり、その所

管する部分について、各分科会への審査委嘱を行った。 

 

第８回<令和６年12月12日> 

11月定例会において、当委員会に付託された報告第18号 専決処分した事件の承認に」 

 ついて（令和６年度島田市一般会計補正予算（第７号））及び議案第66号 令和６年度

島田市一般会計補正予算（第８号）について審査を行い、各分科会長から、12月９日、

10日に開催した分科会審査についての報告があった。委員間で討議を行った後、採決の

結果、報告第18号及び議案第66号は承認、原案のとおり可決すべきものと決した。その

ほか、委員より議案質疑の重要性について意見が挙がった。 

第11回<令和７年２月18日> 
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２月定例会において、当特別委員会に付託された議案の審査を行うに当たり、その所

管する部分について、各分科会へ審査委嘱を行った。そのほか、決算に係る主要な成果

に関する報告書の改良や今後の審査様式について委員間討論を行った。 

 

第12回<令和７年２月20日> 

２月定例会において、当委員会に付託された議案第１号について各分科会長から、２

月19日に開催した分科会審査についての報告があった。報告の後、採決の結果、原案の

とおり可決すべきものと決した。そのほか、決算に係る主要な成果に関する報告書につ

いて、より良いものとなるよう当局側と協議を行うことを最終報告に盛り込むことを委

員会として確認した。 

 

第13回<令和７年３月10日> 

２月定例会において、当特別委員会に付託された議案の審査を行うに当たり、その所

管する部分について、各分科会へ審査委嘱を行った。そのほか、最終報告書の素案を提

示し、委員に意見を求めた。 

 

第14回<令和７年３月18日> 

２月定例会において、当委員会に付託された議案第18号 令和７年度島田市一般会計

予算について審査を行い、各分科会長から、３月11日から13日に開催した分科会審査に

ついての報告があった。主に職員の非正規化、EXPO2025大阪・関西万博への出展事業及

びスポーツ合宿補助金事業について反対意見がでたため、委員間討論を行った。そのほ

か、市制施行20周年記念事業及び川越街道整備事業について意見が述べられた。採決の

結果、賛成多数により、原案のとおり可決すべきものと決した。 

  

３ まとめ 

予算・決算特別委員会では、付託された議案の審査を行うとともに、予算・決算議案

の審査方法等について検討を行ってきた。 

また、令和５年度からの引継事項として、当局へ重点事業評価シートの提出を求め、

決算審査を行う際に使用した。そのほか、決算に係る主要な施策の成果に関する報告書

の様式の改良に向けた意見・要望聴取を聴取してきたが、結果を総括するとともに、今

後の予算・決算議案の審査方法について次頁のとおり留意されたい。 
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記 

 

 (1) 決算に係る主要な施策の成果に関する報告書の改良について 

令和６年度決算審査時(令和７年９月)に提出される決算に係る主要な施策の成果に

関する報告書は、一部改良される予定であることから、委員会として、様式改良の要

望を行いたいと考える。令和５年度一般会計の決算を審査した際に各委員より意見を

聴取しているため、これらを参考に令和６年度一般会計の決算審査をする際は、記載

が必要な事項や、表現方法の変更等、要望したい事項を検討しながら審査を行うよう

願いたい。 

上記事項のほか、執行当局と連携、調整を行い、より良い資料になるよう善処願い

たい。 

 

 (2) 予算・決算特別委員会からの次年度予算に向けた提言について 

決算審査を行った際に、各分科会において重要であり、是正を求めるべきと判断し

た事業においては、委員会全体で議論を行い、予算・決算特別委員会として提言を提

出し、次年度以降の予算配分等に反映していただくよう取組を行うことが望ましい。 

その際には、予算の減額や事業の縮小等についても議論を行うのが望ましい。 

 

 (3) 予算・決算審査に係る検討部会の設置について 

各委員の意見の取りまとめとして、委員長、副委員長、各分科会長及び各副分科会

長からなる検討部会を設置し、予算・決算の調査・審査方法等を検討部会内で検討後、

委員への報告や当局への要望等を実施する体制を整えるよう願いたい。 

 

以上 


